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研究の背景及び目的

短期集中的な降雪は増加傾向にあり、大雪による立ち往生が例年発生
記録的な大雪時を含む積雪時を対象とする
過去データ、リアルタイムデータから数時間後の交通状況を予測する
自然言語処理モデルのうち、GPTを用いて、交通の速度低下を予測する。

期待される効果・応用分野

研究結果の制約
データが少なく(富山での大雪のデータがあるのは2021年1月のみのため）、検証データを準備
して検証が行えていない。北陸全体など範囲を拡大して、検証を進める。
応用が期待される分野
ドライバーへの事前情報提供（旅前の情報提供）、除雪計画の向上
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